　職種：工事　　職務：施工計画
【概要】

顧客の要求事項を踏まえ、施工方法、工程、日程、体制などを調整・設定し、施工計画として策定する。
【仕事の内容】

マテリアル・ハンドリング・システム工事の施工方法の選定、施工区分及び施工順序の設定を行い、着工、引渡しから本稼働までの工程計画及び日程計画を施工計画として策定する。

据付工事は出先で実施されることになり、建築工事を伴う場合や様々なＭＨ機器が組み合わされたシステムとして施工されるケースが多いため、建築物や機器同士の据付の順番、取合い、調整などに配慮することが重要となる。このため、幅広い知識が要求されるとともに、現場に照らした調整、管理能力が必要である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格などが問われることが多い。

（2） 施工の作業内容を熟知した上で、原価、工程、品質などの工事全体作業を把握し、関連部署の能力を把握・活用を踏まえて、効率的な工程を組み立てるバランス能力、企画立案能力が必要である。またそのためには、現場での経験や実績を積みながら仕事を習得していく必要がある。
（3） 工事中に発生する現場での問題点・課題に対し、計画に対する対応、調整、修正などが常に求められ、現場と連携して円滑に工事を進めるコミュニケーション能力、調整能力が求められる。
（4） 顧客への新しい施工法の提案、新たな技術、環境対策の提案など、好奇心を持って新しい技術や知識の習得を心がける、前向きな姿勢が求められる。 
【関連する資格・検定等】

· 基幹技能者（機械土工基幹技能者）［社団法人 日本機械土工協会］／（電気工事基幹技能者）［社団法人 日本電設工業協会］

· 建築施工管理技士（１級、２級）［財団法人 建設業振興基金］

· 土木施工管理技士（１級、２級）［財団法人 全国建設研修センター］

· 電気工事施工管理技士（１級、２級）［財団法人 建設業振興基金］

· 電気工事士（第１種、第２種）［財団法人 電気技術者試験センター］

· 技能検定：

機械保全職種（特級）［厚生労働省］

機械保全職種（機械系保全作業、電気系保全作業、設備診断作業）（１級・２級）［厚生労働省］

機械保全職種（機械保全作業、電気系保全作業）（３級）［厚生労働省］
労働安全衛生法に基づく資格［各都道府県より許可を受けた団体、社団法人 労働技能講習協会、各地の社団法人 労働基準協会、財団法人安全衛生技術試験協会、クレーン、フォークリフト教習所等］

· 免許試験による資格：
クレーン運転士（吊り上げ荷重５トン以上）

移動式クレーン運転士（吊上げ荷重５トン以上）

ガス溶接作業主任者　　　　　　　　

· 技能講習による資格：
玉掛け技能講習修了者（１トン以上）

小型移動式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重１トン以上５トン未満）

床上操作式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重５トン以上）

高所作業者運転技能講習修了者（作業床の高さ１０ｍ以上）

ガス溶接技能講習修了者（可燃ガス、酸素を用いる）

フォークリフト運転技能講習修了者

足場の組立て等作業主任者技能講習修了者

建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者技能講習修了者

· 特別教育による資格：
アーク溶接

高所作業車運転

研削砥石取替え

フォークリフト運転

安全衛生責任者教育

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０５１　　建築技術者　
０５２　　土木技術者
０７１　　その他の技術者

